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問題6.1

Linuxのkernelsourceの中で同期を実現している、
もっとも、基本的なアセンブラ命令が記述してある部分を示せ。

/usr/src/linux-2.4.27/arch/i386/kernel/semaphore.cに
アセンブラ命令の記述がある。以下にその抜粋を示す。

省略
asm(
".text¥n"
".align4¥n"
".globl__write_lock_failed¥n"
"__write_lock_failed:¥n¥t"
LOCK"addl$"RW_LOCK_BIAS_STR",(%eax)¥n"
"1:rep;nop¥n¥t"
"cmpl$"RW_LOCK_BIAS_STR",(%eax)¥n¥t"
"jne1b¥n¥t"
LOCK"subl$"RW_LOCK_BIAS_STR",(%eax)¥n¥t"
"jnz__write_lock_failed¥n¥t"
"ret"
);
省略

この部分は、__write_lock_failedの記述であり、書き込みロックに
失敗した場合の待ち状態に入る処理を記述したものである。


